
今夏、労働政策審議会での本格的な労働時間法制見直しに先立ち、厚生労働省は8月19日、時間外労働に関
する相談・支援及び監督指導の運用を9月1日から見直すと発表した。労働基準監督署がこれまで一律に求
めてきた「月45時間以内」への削減指導を改め、36協定に定めた健康福祉確保措置の実施状況を重点的に
確認する運用へと転換する。本誌前号特集で報じた「骨太方針2026」の労働市場改革の一角が、労働政策
審議会での制度改正を待たずに、まず監督指導の運用レベルで具体化した形だ。労働側からは規制緩和への
懸念も上がっており、派遣元・紹介事業者の労務管理実務や就業先企業への提案内容にも直結する動きとし
て、その内容と実務対応を整理する。
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残業月45時間の一律指導、
9月から転換
―― 厚労省、健康確保措置の実効性を重視

8

両
閣
議
決
定
で
は
、「
36
協
定
の
締
結

や
柔
軟
な
労
働
時
間
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
、
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
等
と
の
連
携

を
強
化
し
つ
つ
、『
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー
』
や
労
働
基
準
監
督
署

に
よ
る
相
談
支
援
の
充
実
を
速
や
か
に

実
施
す
る
」
こ
と
、「
労
働
基
準
監
督

署
に
お
い
て
、
重
大
・
悪
質
な
事
案
に

対
し
て
は
厳
正
に
対
応
し
つ
つ
、
労
働

時
間
や
労
働
者
の
健
康
確
保
措
置
に
関

す
る
労
使
の
合
意
に
の
っ
と
っ
た
指
導

が
行
わ
れ
る
よ
う
速
や
か
に
見
直
す
」

こ
と
の
2
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
見
直
し
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
実
務
に

落
と
し
込
ん
だ
も
の
だ
。

見
直
し
の
内
容
は
大
き
く
2
つ
あ

る
。
第
一
に
「
36
協
定
の
締
結
等
に
関

す
る
相
談
・
支
援

の
充
実
」
で
、
全

国
の
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ

ー
に
36
協
定
や
特

別
条
項
の
締
結
、

柔
軟
な
労
働
時
間

制
度
の
活
用
を
支

援
す
る
「
専
門
相

談
窓
口
」
を
新
設

す
る
。
あ
わ
せ

て
、
同
セ
ン
タ
ー

と
労
働
基
準
監
督

制
度
・
改
正
の
概
要

―
―
「
一
律
45
時
間
」
か
ら
「
健

康
福
祉
確
保
措
置
」
重
視
へ

厚
生
労
働
省
は
8
月
19
日
、「
時
間

外
労
働
等
に
係
る
相
談
・
支
援
及
び
監

督
指
導
を
見
直
し
ま
す
」
と
題
す
る
報

道
発
表
を
行
い
、
9
月
1
日
か
ら
全
国

の
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
労
働
基
準
監
督
署
の
運
用
を
見
直
す

と
公
表
し
た
。
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の

は
、7
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日

本
成
長
戦
略
」
及
び
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
6
（
骨
太

方
針
2
0
2
6
）」
の
記
載
で
あ
る
。

署
（
労
働
時
間
相
談
・
支
援
班
）
が
チ

ー
ム
を
組
み
、
36
協
定
や
特
別
条
項
の

締
結
に
関
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
訪

問
支
援
を
行
う
ほ
か
、
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
や
商
工
会
議
所
等
と
の
連
携
を
強
化

し
、
労
務
相
談
だ
け
で
な
く
経
営
課
題

の
相
談
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
と
し
て
い
る
。

第
二
が
「
労
働
基
準
監
督
署
に
お
け

る
対
応
の
見
直
し
」
で
あ
る
。
厚
労
省

の
発
表
文
言
を
そ
の
ま
ま
引
け
ば
、「
時

間
外
・
休
日
労
働
時
間
数
の
み
に
着
目

し
て
1
か
月
45
時
間
以
内
へ
の
削
減
を

求
め
る
一
律
の
指
導
を
見
直
し
、
各
事

業
場
が
36
協
定
で
定
め
る
健
康
及
び
福

祉
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
状

況
を
重
点
的
に
確
認
し
、
確
認
し
た
状

況
に
応
じ
た
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と

と
し
ま
す
」
と
い
う
の
が
今
回
の
核
心

部
分
だ
。
た
だ
し
「
な
お
、
個
々
の
事

業
場
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
過
重
労
働

に
よ
る
健
康
障
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

高
い
場
合
に
は
、
引
き
続
き
必
要
な
指

導
を
行
い
ま
す
」
と
の
留
保
も
明
記
さ

れ
て
お
り
、
指
導
そ
の
も
の
が
な
く
な

る
わ
け
で
は
な
い
。

前
提
を
確
認
し
て
お
く
と
、
労
働
基

準
法
上
、
時
間
外
労
働
は
原
則
と
し
て

月
45
時
間
・
年
3
6
0
時
間
が
限
度
で

あ
り
、
特
別
条
項
付
き
36
協
定
を
締
結

す
れ
ば
、
休
日
労
働
を
含
め
月
1
0
0

時
間
未
満
・
年
7
2
0
時
間
以
内
な
ど

の
範
囲
で
上
限
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
労
働
基
準
監
督
署

は
、
特
別
条
項
に
よ
っ
て
月
45
時
間
を

超
え
る
残
業
が
制
度
上
認
め
ら
れ
て
い

る
事
業
場
に
対
し
て
も
、
実
務
上
は
一

律
に
「
月
45
時
間
以
内
」
へ
の
抑
制
を

求
め
る
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
見

直
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
「
一
律
指
導
」

の
運
用
で
あ
り
、
法
律
上
の
上
限
規
制

そ
の
も
の
で
は
な
い
。

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
へ
の
実
務

影
響今

回
の
見
直
し
は
、
人
材
ビ
ジ
ネ
ス

各
社
に
と
っ
て
二
重
の
意
味
を
持
つ
。

ひ
と
つ
は
自
社
の
労
務
管
理
実
務
へ
の

影
響
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
派
遣

先
・
紹
介
先
企
業
へ
の
提
案
領
域
の
広

が
り
で
あ
る
。

ま
ず
自
社
実
務
と
し
て
は
、
派
遣

元
・
紹
介
事
業
者
自
身
が
締
結
す
る
36

協
定
、
と
り
わ
け
特
別
条
項
付
き
協
定

に
お
け
る
健
康
福
祉
確
保
措
置
の
実
効

性
が
、
今
後
の
監
督
指
導
で
重
点
的
に
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月45時間以内  の一律指導を見直し


